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2会議室
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授】7 師14名
【合計l (留学者I名 `休職1名 )〔定足欺〕10名
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大阪経済大学経営学部教授会議事敵 (03-00)

題

1.

2_
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数務に関する件
入試に関する件

こついて

1院の設置について 【人間科
カ リ ュラムについて

28
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6 新学滲|に 関する件 《北村学部長》

(1)新学科の専任教員について

新学科を担当する専任教員について報告があった。

◇ビジネス法学科は経営学士で届け出る。専任教員は、青水、北村、本田、今西、大木、山田、藤嶋、

吉壇、店澤、木村、三井の 11名 とし、新′性のill田 氏は経営学科の配属としたい。

(2)撃 1目 担当について

経営分野の科目担当者については、前回教授会で配付した科目担当者装を書に、届LLに必要な書類

を作成したいとの報告があったり

。2部の貼り付けについてはどうなるのか。

◇S名必要だが、従来から特定の方が貼りついていた訳ではない。現在は、数獲の先生 2名 と経営か

ら3名が貼り付いている。

12部のllt報
管理論を担当しているが、来年度から担当しないのでlliり 付けないて欲 しい。

◇2部の科目を持たない人は貼り付かないのではないか。 2部への貼り付けは、饉年、調査に属lrt出

る上で、学務課で行っており、連絡協議会にも出されている。新学科に移る人は貼り付けられないの

で 1部経営学科からとなる。

12部を担当しない方は明示しておいた方が良い。

7.カ リキュラムについて 《北村学部長》

8.

(1

馳 028/040

(2)

その他
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(3)

(4)

上以

囲 029/040

7月χ 日確認

32
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個
別
的
労
働
関
係

圏

問

剛

闇

門

目

Ｈ

目

大
撃
織
橿
を
麗
年
遭
職
機
、
特
任
鐘
援
に

優
歯
じ
な
か
っ
た
こ
と
が
入
率
輌
の
議
羅

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
書
れ
た
襲
籠

（書
鱒
題
醸
平
六

（
フ
）
第
二
四
四
号
、
地
位
確
鰍

籠

厳

蘊
」

警

１

９

‥
出

議

菫

豪
踊

饗

鑽
求
棄

却

，
確
定
〕

【量
民
法

一
条
三
項
、
労
働
基
準
法
第
二
章

爾

聯

Ｙ

（Ａ
理
事
長
）
は
昭
和
六
二
年
に
Ｍ
大

学
を
開
設
し
た
学
校
法
人
で
あ
り
、
Ｘ
は

平
成
元
年
に
Ｍ
大
学
経
営
学
部
の
教
授
に

就
任
し
た
者
で
あ
る
。
Ｘ
は
、
平
成
六
年

二
月
末
日
を
も
っ
て
Ｍ
大
学
を
定
年
退
職

し
た
が
、
同
年
四
月
以
降
は
特
任
教
授
（定

年
退
職
し
た
教
授
が
そ
の
後
任
期
を

一
年
と

し
て
任
用
さ
れ
る
）
の
地
位
に
あ
る
と
主
張

し
、
こ
れ
を
否
定
す
る
Ｙ
を
相
手
に
特
任

教
授
の
地
位
に
あ
る
こ
と
の
確
認
等
を
求

め
る
訴
え
を
提
起
し
た
。
そ
の
理
由
と
さ

れ
る
の
は
、
①
憲
法
二
三
条
は
教
授
会
自

治
を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
Ｍ
大
学
の

教
授
会
が
Ｘ
の
特
任
教
授
就
任
を
決
定
し

た
こ
と
、
②
文
の
定
年
は
七
五
歳
で
あ
る

こ
と
、
③
Ｘ
の
教
授
任
用
時
に
定
年
後
、

Ｘ
が
希
望
す
れ
ば
必
ず
再
任
用
す
る
約
束

が
あ
っ
た
こ
と
、
④
特
任
教
授
資
格
該
当

者
が
希
望
す
れ
ば
、
例
外
な
く
特
任
牧
摂

に
任
用
さ
れ
る
慣
行
が
成
立
し
て
い
た
こ

と
、
Ｏ
Ａ
理
穫
長
は
、
Ｘ
に
特
任
教
授
と

し
て
納
任
す
る
こ
と
を
要
請
し
、
Ｘ
が
こ

れ
に
同
意
し
た
こ
と
、
⑥
Υ
が
Ｘ
を
待
任

教
授
に
任
用
し
な
い
の
は
権
利
の
渡
用
で

あ
る
こ
と
等
で
あ
る
．

本
判
決
は
、
Ｘ
の
構
求
を
全
部
棄
却
し

た
。
Ｘ
の
各
主
張
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
、

①
憲
法
二
三
条
は
、
私
立
大
学
に
適
用
が

な
い
、
②
定
年
年
齢
が
七
五
歳
と
い
う
証

拠
は
な
い
、
③
文
の
綺
職
時
に
再
任
用
の

約
束
が
あ
っ
た
と
の
証
拠
は
な
い
、
④
特

任
教
授
規
定
に
よ
る
任
用
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
二
年
し
か
経
過
し
て
お

ら
ず
、
Ｘ
主
張
の
慣
行
は
認
め
難
い
、
⑤

特
任
教
授
の
任
用
は
、
理
事
会
の
承
認
を

得
て
理
事
長
が
行
う
と
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
、
理
纂
会
が
平
成
六
年
二
月

一
六
日
に

Ｘ
を
特
任
教
授
と
し
て
任
用
し
な
い
こ
と

を
決
麟
す
る
ま
で
、
理
事
会
に
お
い
て
Ｘ

の
特
任
教
授
任
用
を
承
賭
し
た
こ
と
は
な

い
か
ら
、
理
事
長
か
ら
Ｘ
に
事
実
上
、
特

任
教
授
に
就
任
の
晏
請
が
あ
っ
て
、
Ｘ
が

承
諾
し
て
も
、
そ
の
任
用
契
約
が
成
立
し

た
と
は
い
え
な
い
、
⑤
Ｘ
は
同
月

一
六
日

ま
で
任
用
を
辞
退
し
て
い
た
の
で
、
任
用

へ
の
期
待
は
必
ず
し
も
法
的
保
観
に
値
せ

ず
、
Ｘ
が
大
学
事
務
局
長
に
渡
し
た
害
面

に
は
、
「個
人
理
事
長
は
大
学
人
事
に
介
入

し
な
い
」
な
ど
と
記
餞
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
ま
ま
Ｘ
ら
を
任
用
す
る
と
、

理
事
長
及
び
理
事
会
が
大
学
人
事
を
円
滑

に
行
う
の
は
困
難
と
考
え
た
と
し
て
も
不

当
と
は
い
え
ず
、
人
畢
権
濫
用
の
主
張
も

理
由
が
な
い
、
な
ど
と
述
べ
た
。

本
件
は
、
定
年
後
の
再
任
用
拒
否
を
め

ぐ
る
給
争
で
あ
る
早
本
判
決
も
指
摘
す
る

と
お
り
、
再
任
用
し
な
い
こ
と
に
権
利
の

渡
用
が
あ

っ
て
も
、
直
ち
に
そ
の
地
位
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い

（雇
入

れ
拒
香
に
つ
い
て
、
最
大
判
昭
４８
・
‐２
・
厖
民

集
二
七
巻

一
一
号
一
五
三
六
耳
、
本
誌
三
〇

二
号
一
〓
一貫
券
照
）。
し
か
し
、
本
判
決

は
、
例
外
的
に
任
用
さ
れ
た
と
同
旨
で
き

る
事
情
の
有
無
を
検
討
し
、
こ
れ
を
否
定

し
て
い
る
点
で
、
周
到
を
判
断
を
示
し
た

原

　

　

　

止
口

児

嶋

正

男

右
訴
談
代
理
人
弁
餞
士
　
真
早
流
　
暗
　
雌

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
田
　
幸
　
子

同

　

　

　

　

西

日

階

二

社
　
　
　
　
　
　
　
苦
　
学
校
法
人
大
淀
学

図

右

代

表

者

理

事

長

田

右
脈
訟
代
理
人
弁
機
士
　
殿

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
像

量

　

　

文

一　
原
告
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す

リハ〉
．，

一　
訴
訟
贅
雇
ほ
原
告
の
負
担
と
す
る
。

醸
菫
震
び
燿
曲

第

一　
請
求

一　
原
告
ど
被
告
と
の
間
で
、
原
告
が
富

崎
産
業
経
営
大
学
経
営
学
部
特
任
教
授
の
地

位
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

一
一　
被
告
は
原
昔
に
対
し
、
平
成
六
年
四

月

一
日
以
降
毎
月
二
五
日
限
り
金
三
四
万
四

三
二
〇
円
を
支
払
え
．

言
一　
藤
訟
費
用
は
被
告
の
負
担
と
す
る
。

四
　
二
、
三
項
に
つ
い
て
仮
執
行
宜
言

第
二
　
事
案
の
機
要

原
告
は
、
平
成
六
年
二
月
二

一
日
、
被
告

が
設
置
運
瞥
す
る
宮
崎
産
業
経
営
大
学

（以

下

「被
告
大
学
」
と
い
う
口）
経
営
学
部
教
授

を
定
年
通
職
し
た
が
「有
退
織
に
先
立
っ
て
、

被
告
大
学
に
お
け
る
特
任
散
授
規
縄

（被
告

大
学
を
定
年
退
職
し
た
教
授
を
任
期

一
年
の

所 代

正  耕

市 哲 也

サ
働
裁
半ll

yll

と

い
え
る
．

製鋼タイムスル .39ア (`996、 3・ 工5)lθ9
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特
任
教
授
と
し
て
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

旨
を
定
め
た
幾
程
）
に
籍
づ
い
て
平
成
六
年

度
の
特
任
散
撰

へ
の
縮
任
を
希
望
し
た
け
れ

ど
も
、
被
告
は
、
原
告
を
経
営
学
部
特
任
敬

投
と
し
て
任
用
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
照

告
は
後
記
の
と
お
り
の
理
由
で
、
被
告
大
学

経
営
学
部
特
任
教
授
と
し
て
の
地
位
を
有
す

る
と
主
張
し
、
そ
の
地
位
の
補
離
等
を
求
め

て
本
諄
を
提
起
し
た
。

第
二
　
当
事
者
及
方
の
主
張

一　
原
告

原
告
が
被
告
大
学
経
営
学
部
の
特
任
教
授

と
し
て
の
地
位
を
有
す
る
理
由
は
以
下
に
述

べ
る
と
お
り
で
あ
る
。

１
　
教
授
会
の
決
麟
に
よ
り
原
告
は
特

任
敢
横
の
地
位
を
取
得
す
る
。

０
　
私
的
団
体
の
行
為
で
あ

っ
て
も

国
家
が
こ
れ
に
か
か
わ
る
程
度
が
高
く
、
国

象
機
関
の
行
為
と
み
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
憲
法
を
直
接
適
用
す

べ
き
で
あ
る
。
国
の
行
為
に
準
じ
る
場
合
か

ど
う
か
の
判
断
の
基
準
と
し
て
は
、
当
該
行

為
を
行
っ
た
私
的
団
体
が
圏
か
ら
財
政
的
な

援
助
を
受
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
管
理
運
営

に
国
の
規
制
を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ

る
べ
き
で
あ
る
。
私
立
大
学
は
右
の
要
件
に

故
当
す
る
か
ら
、
意
法
二
三
条
の
直
接
適
用

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
憲
法
二

三
条
は
大
学
に
お
い
て
は
教
授
人
事
に
お
け

る
教
授
会
自
治
を
興
績
す
る
か
ら
、
教
授
会

の
任
用
決
定
に
よ
り
当
敵
教
授
は
そ
の
地
位

を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
大
学
当
局
に
は

財
政
的
理
由
及
び
当
該
教
授
に
か
か
る
非
行

事
実
の
存
在
等
の
特
段
の
率
由
が
あ
る
場
合

に
任
用
を
拒
否
す
る
権
限
が
あ
る
の
み
で
あ

２つ。

０
　
平
成
五
年

一
二
月
、
経
営
学
部

教
授
会
は
原
音
の
特
任
敏
授
就
任
を
決
定
し

た
が
、
鳳
告
に
つ
い
て
は
前
記
特
段
の
事
情

は
存
在
し
な
い
。

２
　
原
告
の
定
年
年
蛉
は
七
五
歳
で
あ

Ｚり．特
任
教
撰
制
度
は
、
原
告
の
よ
う
に
被
督

大
学
創
設
時
に
任
用
さ
れ
た
教
授
陣
が
後
任

に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
ま
で
任
用
を
継

統
し
て
い
く
た
め
の
制
度
で
あ
る
か
ら
、
定

年
を
延
長
し
た
も
の
で
あ
る
。
アも
の
こ
と
は
、

特
任
歌
紙
で
あ
っ
て
も
動
務
形
態
は
定
年
前

と
全
く
変
わ
ら
ず
、
過
去
の
実
績
に
お
い
て

も
そ
の
よ
う
な
勤
務
が
可
能
で
、
か
つ
、
本

人
が
希
望
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
教
授
が
特
任

教
授
に
任
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
。

３
　
任
用
時
の
合
意

Ｈ
　
被
告
大
学
に
お
け
る
特
任
教
授

制
度
は
、
昭
和
六
二
年
の
被
告
大
学
創
立
以

来
文
部
省
の
大
学
設
置
基
準
に
見
合
う
教
員

を

一
定
数
薇
保
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制

度
で
あ
り
、
定
年
を
迎
え
た
教
授
に
特
任
教

授
と
し
て
勤
務
す
る
意
思
が
あ
れ
ば
、
理
事

会
は
必
ず
任
用
又
は
再
任
用
の
決
定
を
行
う

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
任
教
授
制

度
は
、
定
年
退
戦
後
の
任
用
と
い
う
形
式
は

と
る
も
の
の
、
定
年
規
定
を
前
提
と
し
て
併

設
さ
れ
た
上
記
制
度
の
趣
旨
を
勘
案
す
る

と
、
定
年
後
の
雇
用
継
統
を
前
提
と
し
て
案

質
上
定
年
を
延
長
す
る
も
の
で
あ
る
。

０
　
原
告
は
平
成
元
年
四
月
に
棋
昔

大
学
経
営
学
部
救
社
と
し
て
任
用
さ
れ
た
の

で
あ
る
が
、
右
の
事
情
を
併
せ
て
考
慮
す
る

な
ら
ば
、
そ
の
際
、
原
告
と
棋
昔
と
の
間
で
、

将
来
、
原
告
が
定
年
に
達
し
た
場
合
に
お
い

て
、
原
告
が
希
望
し
た
上
で
被
告
大
学
経
瞥

学
部
教
授
会
が
特
任
教
授
任
用
を
決
定
し
、

か
つ
、
大
学
の
財
職
的
な
事
情
や
当
欧
散
構

の
非
行
等
に
よ
っ
て
任
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
特
別
の
事
情
が
存
在
し
な
い
限
り
原
告

を
特
任
教
授
と
し
て
任
用
す
る
旨
の
合
意
が

黙
示
的
に
成
立
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ

■一
．

０
　
照
告
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年

一
二
月
の
経
常
学
部
教
授
会
に
お
い
て
原
告

の
特
任
教
授
就
任
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
原

告
は
、　
一
時
、
輸
任
辞
退
を
表
明
し
た
こ
と

は
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
任
用
を
希
望
し

て
お
り
、
教
社
会
の
鳳
瞥
に
対
す
る
就
任
承

諾
の
姿
勢
は
終
鮨

一
貫
し
て
い
た
。
ま
た
、

財
政
的
な
事
情
等
原
肯
を
任
用
す
る
こ
と
が

で
き
な

い
特
段
の
事
情
は
存
在
し
な
か
っ

た
。
よ
っ
て
、
原
告
は
任
用
時
の
合
意
に
よ

り
特
任
教
授
と
し
て
の
地
位
を
取
禅
し
た
。

４
　
特
任
敷
授
任
用
の
慣
行
存
在
と
そ

の
存
在
に
よ
り
維
認
さ
れ
る
被
告
の
膝
艤
教

授
に
対
す
る
黙
示
的
、　
一
般
的
な
特
任
教
授

任
用
の
意
思
表
示

０
　
被
告
大
学
に
お
い
て
は
、
特
任

教
授
任
用
該
当
者
が
希
望
す
れ
ば
、
例
外
な

く
任
用
等
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
被
告
と
教

授
間
に
は
そ
の
よ
う
な
慣
行
が
成
立
し
、
被

告
は
こ
の
慣
行
に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
べ
浄

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
は
、
当
譲
教

授
が
希
望
し
て
散
授
会
が
任
用
の
意
思
菱
示

を
し
、
大
学
の
財
政
的
な
事
情
や
当
骸
教
授

の
非
行
等
に
よ
っ
て
任
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
特
別
な
事
情
が
存
在
し
な
い
限

，
原
告

を
特
任
教
授
と
し
て
任
用
す
る
旨

総ヽ
示
的
、

一
般
的
に
特
任
散
授
任
用
の
意
思
表
示
を
し

て
い
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
原
告
に

つ
き
、
こ
の
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
は
２
に

お
い
て
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

い
　
被
告
は
、
特
任
教
授
制
度
が
現

実
に
機
能
し
は
じ
め
て
間
も
な
い
こ
と
か

ら
、
右
償
行
の
存
在
を
否
定
す
る
．
し
か
し
、

労
使
間
に
お
け
る
螢
行
に
一
定
の
規
範
的
意

味
を
肯
定
す
る
理
由
は
、
そ
の
内
容
が
労
働

契
約
と
し
て
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
け
れ
ど

も
、
当
酸
事
業
所
の
実
惜
か
ら
労
使
間
に
お

い
て
当
然
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
労
使
を
縄
伸
す
る
効
力
を
持
た
せ

る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
の
判
断
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
慣
行
の
成
立
を
青

定
す
る
の
に
そ
の
継
続
期
間
は
さ
ほ
ど
重
要

な
意
味
を
有
し
な
い
。短
期
間
で
あ
っ
て
も
、

当
酸
事
項
が
労
使
関
係
に
お
い
て
当
然
の
前

撻
に
な
っ
て
お
り
、
何
ら
の
問
題
も
な
く
運

用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
慣
行
の
存
在
を
青

定
す
べ
き
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
も
、
大

学
設
置
基
準
と
の
関
係
か
ら
、
教
授
が
定
年
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に
連
し
て
も
後
任
教
授
が
決
定
し
な
い
限
り

退
職
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
原

告
の
問
題
が
生
じ
る
ま
で
特
任
教
曖

へ
の
任

用
を
希
望
し
て
任
用
さ
れ
な
か
っ
た
例
は
存

在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
相
当
期
間
の
実

績
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
本
件
に
お
け
る
原
告
の
特
任
教
授

任
用
契
約
の
成
立

仮
に
当
初
の
任
用
時
の
契
約
も
し
く
は
債

行
に
よ
り
直
ち
に
特
任
教
授
の
地
位
が
認
め

ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
本
件
で
は
、
理
事
長

自
ら
原
告

へ
の
度
量
な
る
特
任
教
授
就
任
要

籠
を
な
し
、
結
果
と
し
て
原
告
が
こ
れ
に
同

意
し
、
敵
授
会
及
び
大
学
協
躊
会
で
も
こ
れ

を
了
承
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
原
告
と
被
告

と
の
間
で
、
新
た
に
特
任
敏
撰
の
任
用
梁
約

が
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
鳳
告

は
被
告
大
学
経
営
学
部
の
特
任
教
授
と
し
て

の
地
位
を
有
す
る
。

６
　
人
事
権
の
機
用

０
　
原
合
は
、
平
成
二
年
末
の
時
点

で
は
特
任
散
紙
の
希
望
を
有
じ
て
い
た
。

口
　
平
成
六
年

一
月
に
な
っ
て
、
機

告
の
田
代
耕
也
遷
事
長
が
自
城
光
債
経
営
学

部
長

（特
任
教
授
）
に
対
し
て
、
原
告
に
は

問
題
が
あ
る
の
で
特
任
教
授
は
困
難
で
あ
る

旨
を
伝
え
た
。
こ
れ
に
反
発
し
た
自
城
学
部

長
は
原
告
に
対
し
て

一
緒
に
退
職
し
た
い
と

伝
え
、
当
時
、
経
営
学
部
の
執
行
部
を
構
成

し
て
い
た
山
崎
秋
則
教
授

（大
学
協
議
会
委

員
）
と
協
議
し
た
結
果
、
三
名
と
も
退
職
す

る
意
思
を
固
め
、
そ
れ
を
教
授
会
及
び
田
代

理
事
長
に
伝
え
た
。

い

・田
代
理
事
長
は
、
原
告
ら
二
名

が
同
時
に
退
職
す
る
と
経
営
学
部
の
選
督
に

支
障
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
態
度
を
二
名
の

慰
留
に
転
し
、
そ
の
結
果
、
鷹
告
は
平
成
六

年
二
月

一
〇
日
の
散
授
会
に
お
い
て
、
大
学

に
残
る
意
思
を
表
明
し
た
。
そ
の
階
、
凛
告

は
田
代
理
事
優
と
の
交
渉
経
過
に
つ
い
て

「
田
代
理
事
彙
は
『申
傷
に
基
づ
い
て
人
事
に

介
入
す
る
こ
と
は
し
な
い
≒
こ
の
重
大
な
時

期
に
是
非
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た

の
で
、
私
は
こ
れ
を
了
承
し
た
。」
と
経
過
を

牧
社
会
構
成
員
に
説
明
し
た
。
原
告
の
こ
の

発
言
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
日
代
理
事
疑

が
無
条
件
に
人
事
構
を
飲
棄
し
た
な
ど
と
述

べ
た
も
の
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
発

言
が
日
代
理
事
長
に
対
し
、
「鳳
昔
が
『理
事

長
は
人
事
権
を
放
楽
し
た
』
と
救
綬
会
で
鋭

明
し
た
」
旨
醍
っ
て
伝
え
ら
れ
、
こ
れ
に
趨

度
を
硬
化
さ
せ
た
国
代
理
事
長
は
じ
め
被
告

の
理
事
ら
が
平
成
六
年
二
月

一
六
日
開
催
の

理
事
会
で
被
告
ら
三
名
を
特
任
教
授
と
し
て

任
用
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
，

回
　
教
授
の
資
質
、
能
力
等
そ
の
適

格
性
判
断
は
そ
の
専
門
性
か
ら
し
て
教
授
合

の
み
が
判
断
し
う
る
こ
と
で
あ
り
、
教
授
の

任
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
判
断
が
尊
重
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
憲
法
二
三
条
の
極
旨

か
ら
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
と
こ
ろ
．
本
件

で
は
、
餃
携
会
は
原
舎
の
任
用
を
求
め
て
い

る
こ
と
、
日
代
理
事
長
自
身
、　
一
時
は
懸
告

の
任
用
を
希
望
し
、
熱
心
に
慰
留
し
て
い
た

こ
と
、
理
事
合
が
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
原
因

で
あ
る
原
告
の
教
授
合
に
お
け
る
発
書
は
国

代
理
挙
長
ら
が
認
識
し
た
よ
う
な
も
の
で
は

な
く
、
誤
解
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
発
言
に
よ
る

具
体
的
障
害
も
生
し
て
い
な
い
こ
と
、
以
上

の
諸
事
情
か
ら
す
れ
ば
、
被
告
の
原
音
に
対

す
る
特
任
教
授
性
用
拒
否
は
人
事
櫓
の
濫
用

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
隠
告
は
被
告
大
学
経
営
学

部
の
特
任
牧
板
と
し
て
の
地
位
を
有
す
る
こ

と
に
な
る
。

一
一　
被
告

１
　
特
任
教
授
の
任
用
機
者
に
つ
い
て

被
告
の
意
思
決
定
機
関
は
理
事
会
で
あ
る

（私
立
学
校
法
三
六
条
、被
告
寄
付
行
為

一
六

条
）。
理
事
会
は
こ
の
権
限
に
基
づ
き
宮
崎
産

業
経
営
大
学
特
任
教
授
規
糧

（以
下

「特
任

載
崚
規
糧
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
そ
こ
で
特

任
教
授
の
任
用
は
、
学
長
の
意
見
を
聞
き
理

事
会
の
承
認
を
得
て
理
事
長
が
行
う
も
の
と

し
た
。
よ
っ
て
、
特
任
教
授
の
任
用
権
は
理

事
長
に
あ
り
、
戦
撰
会
決
識
に
理
事
長
が
拘

束
さ
れ
る
理
由
は
な
い
。
原
告
は
憲
法
二
二

条
を
根
拠
と
し
て
被
告
大
学
に
お
け
る
特
任

敬
授
の
任
用
柏
は
教
授
合
に
あ
る
と
主
張
す

る
。
し
か
し
、
憲
法
の
自
由
権
的
基
本
格
の

保
障
は
私
人
相
互
間
に
直
接
適
用
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
か
ら
、
原
告
の
主
張
は
そ
の
前
提

に
お
い
て
失
当
で
あ
る
。

２
　
原
告
の
定
年
年
齢
が
七
五
畿
で
あ

る
と
の
主
張
、
原
告
の
教
授
採
用
時
に
原
普

と
被
告
と
の
間
で
将
来
は
特
任
教
授
に
任
用

す
る
旨
の
合
意
が
成
立
し
て
い
た
と
の
主
張

及
び
本
件
で
理
事
長
が
原
告
仁
対
し
て
就
任

要
籠
を
し
、
原
告
が
最
終
的
に
こ
れ
に
同
意

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
特
任
教
授

へ
の
任
用
契

約
が
成
立
し
た
と
の
主
張
は
い
ず
れ
も
否
認

す
る
。３

　
特
任
敏
投
任
用
の
慣
行
に
つ
い
て

い
　
特
任
散
綬
規
程
は
昭
和
六
二
年

に
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
肴
が

最
初
に
出
た
の
は
平
成
四
年
四
月

一
日
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
時
に
対
無
着
八
名
の
う
ち
六

名
は
任
用
さ
れ
た
が
、
貫
違
人
、
佐
々
木
担

の
関
数
授
は
任
用
さ
れ
を
か
っ
た
口
平
成
五

年
四
月

一
日
に
お
い
て
は
対
銃
者
は
七
名

で
、
そ
の
フヽ
ち
池
田
賢
男
教
授
は
特
任
教
授

の
任
用
更
新
が
さ
れ
な
か
っ
た
。

０
　
右
の
と
お
り
、
特
任
教
授
任
用

あ
る
い
は
更
新
は
制
度
が
動
き
は
じ
め
て
二

年
が
経
過
し
た
ば
か
り
で
、
発
令
の
慣
行
と

で
？
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
定
年
退
職
し
た

教
授
が
必
ず
し
も
鮮
任
教
授
に
任
用
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
右
の
実
情
か

ら
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

４
　
人
事
権
の
濫
用
に
つ
い
て

い
　
原
告
は
平
成
六
年
二
月
八
日
ま

で
は
特
任
教
授
任
用
辞
退
の
意
思
を
表
明
し

て
い
た
。
こ
れ
が
原
告
の
憲
図
の
い
か
ん
を

聞
わ
ず
経
営
学
部
の
散
投
間
に
混
乱
を
生
じ

さ
せ
て
お
り
、
平
成
六
年
度
の
始
ま
る
四
月

一
日
を
目
前
に
し
て
の
辞
退
撤
回
は
過
き
に

失
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

０
　
鳳
告
は
平
成
六
年
二
月

一
〇
日
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の
経
営
学
部
拡
大
教
授
会
に
お
い
て
、
理
事

長
が
結
果
的
に
人
事

に
介
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
申
し
訳
な
い
と
述
べ
た
と
事
実
を
曲

げ
て
宣
伝
し
、
更
に
、
理
事
長
の
人
事
不
介

入
を
制
度
的
に
確
立
し
て
い
く
と
発
言
じ

た
。
こ
れ
は
被
告
大
学
選
普
の
制
度
に
挑
戦

す
る
も
の
で
あ
り
、
理
事
会
と
し
て
は
黙
視

で
き
な
い
。

０
　
以
上
の
と
お
り
、
被
告
大
学
に

お
け
る
管
理
の
あ
り
方
を
正
常
化
す
る
た
め

，
に
も
原
告
を
特
任
散
撰
に
任
用
で
き
な
い
重

大
を
理
由
が
存
し
た
の
で
あ
り
、
理
事
長
及

び
理
事
会
に
識
量
権
の
盤
用
は
な
い
。

第
四
　
当
裁
判
所
の
判
断

一　

千
い
の
な
い
事
実
並
び
に
甲
第
二
な

い
し
第
五
号
証
、
第
六
号
証
の
１
、
２
、
第

七
号
証
、
第
九
号
証
の
１
な
い
し
４
、
同
号

証
の
６
な
い
し
９
、
第

一
一
号
証
、
第

一
二

号
証
、
第

一
人
号
証
、
第
二
九
号
証
、
乙
第

五
号
証
、
第
二
四
号
証
、
原
告
本
人
尋
間
の

結
果
及
び
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
り
認
め
ら
れ

る
事
実１

　
当
事
者

０
　
原
告

原
告
は
、
大
正

一
一
年

一
月

一
日
生
ま
れ

で
あ
っ
て
、
平
成
元
年
四
月
、
被
告
大
学
経

営
学
部
教
授
に
就
任
し
、
平
成
二
年
四
月
か

ら
は
、
同
学
部
維
営
学
科
長
の
職
に
あ
っ
た

も
の
で
あ
る
。

０
　
被
告

は
告
は
、
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
及

び
私
立
学
校
法
に
基
づ
く
学
校
法
人
で
あ
っ

て
、
被
告
大
学
を
設
置
し
潮
嘗
し
て
お
り
、

被
告
大
学
は
昭
和
六
二
年
に
開
学
し
た
ぃ

２
　
平
成
元
年
四
月
、
原
告
が
被
告
大

学
の
教
授
に
就
任
し
た
離
、
被
告
大
学
に
お

け
る
大
学
敬
興
の
定
年
は
、
油
六
五
年
、
定

年
に
よ
る
退
職
の
時
期
は
定
年
に
遺
し
た
日

の
属
す
る
学
年
の
末
日
、
た
だ
し
、
大
学
創

設
時
か
ら
完
成
年
度

（学
生
全
風
が
揃
う
創

立
四
年
目
）
ま
で
に
採
用
さ
れ
た
濶
六
〇
年

以
上
の
大
学
教
員
は
、
採
用
後
五
年
を
も
っ

て
定
年
と
す
る
旨
規
定
さ
れ
て
お
り

（昭
和

六
二
年
二
月
二
０
日
制
定
の
大
淀
学
圏
職
員

の
定
年
等
に
関
す
る
規
程
第
二
条
。
な
お
、

平
成
四
年

一
一
月
二
五
日
制
定
の
捜
舎
大
学

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
規
程
第
二
粂
及
び

同
規
程
附
則
２
も
同
様
の
定
め
で
あ
る
ヮ）
、

現
在
も
そ
の
内
容
に
変
更
は
な
い
。

３
　
特
任
致
携
制
度

０
　
被
告
大
学
に
お
け
る
特
任
教
授

規
程

（昭
和
六
二
年
二
月
二
〇
日
制
定
）
で

は
、
被
告
大
学
の
教
授
が
定
年
に
よ
り
退
職

す
る
場
合
、
被
告
大
学
の
事
構
を
考
慮
し
て

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
こ
れ
を

特
任
教
授
に
任
用
で
き
る
こ
と
、
特
任
教
授

の
任
期
は

一
年
で
あ
っ
て
、

声
五
歳
を
超
え

な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
て
任
用
を
更
新

す
る
こ
Ｌ
が
で
き
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
定
め

ら
れ
て
い
る
。

い
　
特
任
教
授
の
任
用
は
、
学
長
の

意
見
を
聴
き
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
理
事

長
が
行
う
が
、
学
長
が
意
見
を
述
べ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
当
骸
学
部
教
授
会
及
び
大
学
協

醸
金

（大
学
会
般
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審

議
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
、
学
長
、
各
学
部

長
等
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
機
関
）
の
議
を
経

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

（な
お
、
平
成
四
年

一
一
月
二
五
日
改
正
前
の
特
任
教
授
規
程
で

は
、
特
任
教
授
の
任
用
は
、
大
学
協
議
会
の

意
見
を
徹
し
て
理
事
会
が
決
定
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
た
，）。

０
　
特
任
教
授
規
模
は
、
昭
和
六
二

年
の
被
告
大
学
問
学
時
に
制
定
さ
れ
た
も
の

の
、
特
任
教
授
規
程
に
よ
る
任
用
の
対
象
と

な
る
退
職
者
が
生
し
た
の
は
平
成
二
年
度
末

（平
成
四
年
二
月
二

一
日
）
か
ら
で
あ
っ
た
。

４
　
原
告
が
平
成
汚
年
四
月
に
被
告
大

学
経
営
学
部
教
授
に
就
任
す
る
に
至
っ
た
糧

緯

０
　
原
告
は
、
昭
和
四
三
年
四
月
に

鷹
児
島
県
立
短
期
大
学
に
経
営
学
総
論
等
の

担
当
助
手
と
し
て
就
職
し
、
以
後
、
解
興

助
教
授
を
経
て
昭
和
五
二
年
四
月
に
同
大
学

の
教
授
に
耽
任
し
、
昭
和
六
二
年
二
月
に
同

大
学
を
定
年
退
職
し
た
。

国
　
原
告
は
県
立
短
期
大
学
を
退
職

す
る
直
前
こ
ろ
か
ら
知
人
や
被
告
の
前
理
事

長
か
ら
の
勘
謗
を
受
け
て
被
告
大
学
教
授
と

し
て
喜
就
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の

際
に
は
定
年
に
関
す
る
具
体
的
説
明
は
聞
い

て
お
ら
ず
、
原
告
か
ら
質
問
す
る
こ
と
も，
し

な
か
っ
た
。

５
　
原
告
が
任
用
拒
否
さ
れ
る
に
至
っ

た
経
緯

０
　
平
成
五
年

一
〇
丹

一
日
、
田
代

理
事
長
は
、
被
告
大
学
大
学
協
議
金
餞
長
で

あ
る
学
長
に
対
し
、
平
成
二
年
度
来
日

（平

成
六
年
二
月
二

一
日
）
に
定
年
に
よ
り
退
職

す
る
教
員
又
は
任
期
満
了
と
な
る
救
民
の
特

任
教
授
と
し
て
の
任
用
の
要
否
等
入
事
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
の
諮
問
を
し
た
。

０
　
平
成
二
年

一
一
月
二
八
日
、
田

代
理
事
長
及
び
学
長
は
原
告
に
対
し
、
特
任

枚
構
と
し
て
任
用
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
精

望
の
有
無
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
原
告
は
、

当
時
自
城
学
部
長
が
退
職
の
意
向
を
示
し
て

い
る
と
考
え
て
い
た
た
め
、
進
退
を
同
学
部

長
と
同
様
に
し
た
い
と
の
考
え
か
ら
右
回
答

を
瞥
保
し
た
。
そ
の
後
、
岡
年

一
二
月

一
四

日
こ
ろ
に
な
っ
て
、
自
城
学
部
長
が
就
任
を

継
続
す
る
意
向
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
ら

も
特
任
教
授
へ
の
任
用
を
帰
菫
す
る
に
至
っ

た
。

０
　
平
成
二
年

一
二
月

一
六
日
、
経

営
学
部
拡
大
教
授
会

（被
告
大
学
学
則
五
七

条
二
項
た
だ
し
警
、
被
告
大
学
学
部
教
授
会

規
租
二
条
た
だ
し
書
に
基
づ
き
、
教
授
以
外

に
助
教
授
及
び
隣
師
を
も
加
え
て
組
織
し
た

も
の
）
及
び
大
学
協
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
、
原
告
を
平
成
六
年
度
特
任
教
授
と
し

て
任
用
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

何
　
平
成
六
年

一
月

一
三
日
、
日
代

理
事
長
は
、
自
城
経
営
学
部
長
と
金
い
、
原

告
の
行
動
に
つ
い
て
よ
く
な
い
嘩
が
あ
り
特

任
教
授
に
任
用
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
旨
を

述
べ
た
が
、
自
城
学
部
長
は
原
告
の
人
権
、

臓
見
に
問
題
は
な
い
旨
を
述
べ
、
特
任
散
機
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へ
の
任
用
を
希
望
し
た
が
、
理
事
長
は
納
得

し
な
か
っ
た
。
原
告
ひ
と
り
を
退
職
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
な

い
と
考
え
た
白
城
学
部
長

は
、
原
告
の
任
用
が
か
な
わ
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
自
ら
も
原
昔
と
と
も
に
大
学
を
去
る
こ

と
を
決
意
し
、
翌

一
四
日
、
自
城
学
部
長
は

原
告
に
対
し
、
自
ら
も
特
任
教
授
の
任
用
更

新
を
辞
退
す
る
の
で
原
普
も
特
任
教
授
へ
の

任
用
を
辞
退
す
る
よ
う
に
提
案
し
、
原
告
は

こ
れ
を
了
承
し
た
。
ま
た
、
他
に
任
用
更
新

が
予
定
さ
れ
て
い
た
経
営
学
部
の
山
崎
秋
則

散
撰
も
、
白
城
学
部
長
に
対
し
て
、
平
成
六

年
度
の
特
任
教
授
と
し
て
の
任
用
更
新
を
辞

退
す
る
意
向
を
示
し
た
。
右
二
名
は
、
平
成

五
年
度
に
お
い
て
経
営
学
部
の
執
行
部
を
構

成
し
て
い
た

（原
告
は
経
営
学
科
任
、
山
崎

教
授
は
大
学
協
議
委
員
）。

０
　
平
成
六
年

一
月

一
九
日
、
原
告

は
団
代
理
事
長
に
対
し
、
平
成
六
年
度
の
特

任
教
授

へ
の
就
任
を
辞
退
す
る
意
向
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
同
日
開
催
さ
れ
た
経
営
学
部

教
授
会
及
び
拡
大
教
授
会
に
お
い
て
、
自
城

学
部
長
、
山
崎
教
授
と
も
に
、
特
任
教
授
と

し
て
の
任
用
及
び
任
用
賣
新
を
辞
退
す
る
旨

を
明
ら
か
に
し
た
。

い
　
日
代
理
事
長
は
、
原
告
ら
三
名

が
特
任
教
授
に
就
任
し
な
い
場
合
に
は
、
経

営
学
部
の
教
員
組
織
が
弱
体
化
し
、
そ
の
円

滑
な
運
営
に
支
障
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
原
告
の
特
任
教
授
職
任
を
拒
否
し

よ
う
と
し
て
い
た
従
前
の
態
度
を
変
え
て
三

名
を
慰
留
す
る
こ
と
と
し
、　
一
月
二
〇
日
、

三
名
を
理
事
侵
室
に
呼
び
、
特
任
教
授
と
し

て
大
学
に
残
留
す
る
よ
う
説
得
し
た
。
し
か

し
、
原
告
ら
は
い
ず
れ
も
こ
れ
を
拒
否
し
、

そ
の
後
理
事
長
、
御
手
洗
丈
夫
学
長
ら
か
ら

主
と
し
て
自
裁
学
部
長
に
対
し
、
三
名
の
感

留
活
動
が
さ
れ
、
二
月
二
四
日
に
は
杉
村
敏

正
法
学
部
教
授
の
は
か
ら
い
に
よ
り
、
理
事

晨
、
学
長
、
杉
村
及
び
自
城
の
四
氏
が
宮
崎

市
内
の
料
率
で
合
食
し
、
そ
こ
で
、
杉
村
散

授
が
理
事
長
に
対
し
、
大
学
に
お
け
る
散
員

人
事
は
客
観
的
基
準
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る

べ
き
で
あ
る
旨
の
忠
雷
を
行
っ
た
。
翌
二
五

日
、
前
記
四
者
が
理
事
長
霊
に
お
い
て
会
合

を
持
ち
、
自
城
学
部
長
が
、
昨
夜
の
杉
村
救

授
の
提
書
を
今
後
の
大
学
運
誉
の
指
針
と
す

べ
き
で
あ
る
旨
を
発
雪
し
、
こ
れ
に
は
格
別

の
暴
論
は
出
な
か
っ
た
り
そ
の
後
、
理
事
景

ら
か
ら
白
城
学
部
長
に
対
し
て
融
留
が
行
わ

れ
、
自
城
学
部
長
は
横
討
す
る
旨
返
答
し
た
。

し
か
し
結
局
、
自
域
学
部
長
の
決
心
は
変
わ

ら
ず
、
二
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
経
営
学
部

臨
時
拡
大
散
撰
会
に
お
い
て
、
原
告
ら
に

よ
っ
て
就
任
辞
退
の
意
向
が
述
べ
ら
れ
、
自

城
学
部
長
退
職
に
と
も
な
う
後
任
学
部
長
選

挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
原
告
は
、

二
月
五
日
、
「特
任
教
授
辞
退
問
題
収
捨
策

案
」
と
題
す
る
書
面
を
被
告
大
学
事
務
局
長

で
あ
る
人
見
忠
に
交
付
し
た
が
、
そ
こ
に
は

「個
人
理
事
長
は
大
学
人
事
に
介
入
し
な
い
。

今
後
間
わ
れ
る
べ
き
は
経
営
学
部
の
緊
急
救

績
策
と
健
全
を
発
展
策
で
あ
る
．
緊
急
救
済

策
と
し
て
、
組
織
決
定
を
経
て
の
特
任
教
授

就
任
は
変
更
し
な
い
。

」
と
の
記
載
が
さ
れ
て

い
■
嶋

樽
　
平
成
六
年
二
月
八
日
、
理
事
侵

は
、
原
昔
ら
三
名
と
個
別
に
会
い
、
自
城
学

部
長
に
対
し
て
原
告
に
っ
い
て
よ
く
な
い
嘩

が
あ
り
特
任
教
授

へ
の
任
用
は
困
難
で
あ
る

旨
を
伝
え
た
こ
と
に
つ
き
、
軽
率
で
あ
っ
た

と
描
び
る
と
と
も
に
、
改
め
て
特
任
教
授
就

任
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
原
督
は
、
特
任
敦

授
へ
の
任
用
を
辞
退
す
る
と
の
意
向
を
撤
回

し
、
同
日
開
催
さ
れ
た
大
学
協
議
会
に
お
い

て
も
同
様
の
趣
旨
を
述
べ
た
。
ま
た
、
同
月

一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
教
授
会
で
は
、
自
城

学
部
長
は
、
特
任
教
授
と
し
て
の
任
用
更
新

を
辞
退
す
る
旨
を
述
べ
た
が
、
原
告
は
、
「
理

事
長
、
学
長
及
び
学
部
長
の
酷
し
合
い
の
結

果
、
理
事
長
は
、
中
傷
に
基
づ
い
て
人
事
に

介
入
す
る
こ
と
は
し
な
い
旨
を
述
べ
、
又
、

理
事
長
か
ら
学
部
長
に
対
す
る

『児
鳴
敦
投

に
は
よ
く
な
い
嘩
が
あ
る
の
で
特
任
教
授
に

任
用
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
も
旨
の
発
言
は

理
事
長
が
撤
回
し
た
の
で
、
私
は
特
任
教
授

任
用
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。」
と
の
趣
旨
の

発
言
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
同
月

一
一
日
に

は
、
原
告
、
自
城
学
部
長
及
び
山
崎
教
授
の

三
名
は
、
学
長
に
対
し
、
特
任
教
授
崎
任
を

辞
退
す
る
Ｌ
の
意
向
を
撤
回
す
る
旨
伝
え

よＦヽ
。

①
　
一二
月

一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
敏

槻
会
の
後
、
理
事
長
は
教
授
会
出
席
者
か
ら
、

教
授
会
の
庸
上
に
お
い
て
原
普
及
び
自
城
挙

部
長
よ
り
「理
事
長
は
原
告
ら
に
対
し
て
『教

員
人
事
に
介
入
し
て
申
し
訳
な
い
。

」
と
の
趨

旨
の
樹
罪
発
鸞
を
し
た
」
と
の
報
告
が
あ
っ

た
鯖
を
伝
え
聞
き
、
原
告
ら
が
教
授
会
に
お

い
て
事
実
に
反
す
る
報
告
を
し
た
と
感
し
て

揺
り
を
覚
え
る
と
と
も
に
、
原
告
ら
の
教
授

会
で
の
報
告
の
結
果
、
関
係
者
が
理
事
長
に

は
教
員
人
事
に
関
す
る
権
限
が
な
い
と
受
け

取
る
こ
と
を
危
惧
す
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で

理
事
量
は
、
右
の
危
供
を
払
拭
す
る
た
め
に

原
告
ら
二
名
の
特
任
散
授
任
用
等
を
拒
否
す

る
こ
と
を
決
め
、
二
月

一
六
日
、
理
事
会
を

開
催
し
、
そ
の
席
上
、
こ
の
ま
ま
鳳
昔
ら
を

任
用
す
る
と
被
告
の
数
職
員
ら
に
理
事
長
に

は
被
告
大
学
に
お
け
る
牧
員
に
対
す
る
人
事

檀
が
な
い
か
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
恐
れ

が
あ
る
の
で
、
三
者
の
任
用
等
は
拒
否
し
た

い
旨
を
述
べ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
決
餞
に
至
る
ま
で
理
事
会
に
お

い
て
は
告
の
特
任
教
授
任
用
が
審
議
競
決
さ

れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ω
　
平
成
六
年
二
月
二

一
日
、
原
告

は
被
告
大
学
を
定
年
逸
職
し
、
同
日
被
告
は

原
告
に
対
し
、
退
職
金
と
し
て
一
六
五
万
円

を
原
告
名
義
の
銀
行
日
座
に
入
金
し
、
原
告

は
右
退
職
金
を
受
傾
し
た
。

「
一　
原
告
の
主
張
１
に
つ
い
て

原
告
は
、
憲
法
二
三
彙
を
根
拠
と
し
て
、

大
学
に
お
け
る
教
員
の
人
事
櫓
は
教
授
会
に

あ
る
と
主
張
す
る
。

し
か
し
Ｌ
憲
法
二
三
条
等
の
自
由
格
的
基

本
柏
の
保
障
規
定
は
、
団
又
は
公
共
団
体
と

個
人
と
の
関
係
を
規
律
す
る
も
の
で
あ

っ
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て
、
原
昔
と
被
告
間
の
よ
う
な
私
人
相
互
関

の
関
係
に
適
用
な
い
し
難
推
適
用
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
確
か
に
、
国
は
私
立
学
校
振

興
助
威
法
四
条
、　
〓

一条
等
に
基
づ
き
私
立

大
学
に
対
し
て
財
政
的
な
援
助
を
与
え
る
と

と
も
に

一
定
範
囲
の
監
督
権
限
を
有
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
の
財
政
的
援
助
や

監
督
権
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
私
立
大

学
が
国
の
実
質
的
支
醍
下
に
あ
る
と
ま
で
評

価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
右
の
事
情

は
前
記
の
結
論
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な

い
。〓

一　
原
告
の
主
張
２
に
つ
い
て

原
告
は
自
己
の
定
年
年
齢
が
七
五
歳
で
あ

る
と
主
張
す
る
。
し
か
ｔ
前
記

一
２
に
お
い

て
鮎
定
し
た
定
年
に
関
す
る
湯
定
の
存
在
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
原
昔
の
定
年
年
齢
を
七
五

歳
と
認
め
る
べ
き
証
拠
は
な
い
も
の
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

四
　
原
告
の
主
張
３
に
つ
い
て

原
告
は
任
用
時
に
被
告
と
の
間
で
、
原
告

が
希
望
す
る
限
り
原
書
を
特
任
教
授
と
し
て

任
用
す
る
旨
の
合
意
が
あ
っ
た
Ｌ
主
張
す
る

の
で
、
以
下
検
討
す
る
。

１
　
争
い
の
な
い
事
実
並
び
に
甲
第
二

号
旺
、
第
六
号
証
の
１
、
２
、
第
七
号
証
、

第
八
号
証
、
第

一
一
号
証
、
第
二
二
号
証
、

第
二
七
号
肛
、
原
告
本
人
尋
間
の
結
果
及
び

弁
論
の
全
越
旨
に
よ
れ
ば
、
被
告
大
学
に
お

け
る
特
任
牧
授
規
程

（昭
和
六
二
年
二
月
二

〇
日
制
定
、
最
終
改
正
の
旅
行
日
は
平
成
五

年
四
月

一
日
）
で
は
、
被
告
大
学
の
教
授
が

定
年
に
よ
り
退
職
す
る
場
合
、
被
告
大
学
の

事
情
を
考
慮
し
て
特
に
必
要
が
あ
る
Ｌ
認
め

る
と
き
は
こ
れ
を
特
任
教
授
と
し
て
任
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
含
一条

一
項
）
、
任
期
は

一

年
で
、
七
五
歳
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期

を
定
め
て
更
新
で
き
る
↑
一彙
二
項
）、
撰
業

担
当
時
間
数
は
退
職
時
の
三
分
の

一
以
上

（三
条
）、
基
本
給
は
退
職
時
の
二
分
の

一
（四

条

一
項
）
と
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
待
過
は
正
規
の
教
授
と
は
大
き
く
晏

を
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
任
用
手
続
に
つ
い

て
同
規
程
は
、
学
長
の
意
見
を
鴨
き
、
，理
事

会
の
承
認
を
得
て
理
事
長
が
任
用
す
る

（五

条

一
項
）
が
、
学
晨
が
意
見
を
述
べ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
学
彙
は
、
当
該
学
部
教
授
会
及

び
大
学
協
酪
会
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

（五
条
二
項
）
旨
定
め
て
い
る
こ
と
、
平

成
四
年

一
一
月
二
五
日
改
正
前
の
特
任
教
授

規
職
に
よ
る
と
、
特
毎
教
授
の
選
考
及
び
任

用
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
規
程
と
異
な
り
単

に
大
学
協
議
会
の
意
見
を
徴
し
て
理
事
会
が

決
定
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い

こ
と
、
被
告
は
、
平
成
四
年

一
一
月
二
五
日
、

特
性
教
授
規
程
と
は
別
に
、
「宮
崎
巌
業
種
瞥

大
学
教
育
職
員
の
定
年
延
長
に
関
す
る
規

程
」
を
制
定
し
、
同
規
糧
は
、
平
成
五
年
四

月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
特
任

教
授
の
任
用
状
況
は
別
紙
配
範
の
と
お
り
で

あ
る
こ
と
、
被
告
は
原
台
に
対
し
、
退
職
金

を
支
払
い
、
原
告
も
こ
れ
を
受
領
し
て
い
る

こ
と
、
以
上
の
事
典
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
ら
の
階
事
情
を
総
合
し
て
勘
案
す

る
と
、
特
任
教
授
制
度
は
、
定
年
廷
曇
制
度

と
は
そ
の
趣
旨
を
異
に
し
、
退
戦
時
に
当
該

教
授
に
対
し
て
退
職
金
を
支
払
っ
た
上
、
被

告
大
学
に
お
い
て
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
場
合
に
当
破
教
授
と
新
た
な
雇
用
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。

２
　
以
上
の
よ
う
な
特
任
牧
投
制
度
の

趣
旨
、
内
容
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
原
昔
が
被

告
大
学
に
平
成
元
年
に
任
用
さ
れ
た
際
に
、

そ
の
雇
用
製
約
の
内
容
と
し
て
原
告
が
退
職

し
た
後
は
当
然
に
特
任
教
授
に
任
用
さ
れ
る

と
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
と
は
認
め
難

く
、
他
に
こ
れ
を
認
め
る
に
足
り
る
的
確
な

証
拠
は
な
い
。
よ
っ
て
、
原
書
の
こ
の
点
に

関
す
る
主
張
は
理
由
が
な
い
。

五
　
原
音
の
主
張
４
に
つ
い
て

原
告
は
、
被
告
大
学
に
お
い
て
は
、
対
象

者
が
希
望
す
る
限
り
特
任
教
授
に
任
用
す
る

と
の
慣
行
が
成
立
し
て
い
た
と
主
張
す
る
の

で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

１
　
争
い
の
な
い
挙
史
並
び
に
乙
第

一

五
号
証
、
第
二
三
号
証
、
第
二
五
号
証
、
原

告
本
人
尋
間
の
緒
果
及
び
弁
論
の
全
趣
旨
に

よ
れ
ば
、
特
任
教
授
規
程
は
、
昭
和
六
二
年

の
被
告
大
学
創
立
時
に
制
定
さ
れ
た
が
、
別

紙
被
告
大
学
特
任
教
授
任
用
状
況
記
鐵
の
と

お
り
、
特
任
教
授
規
程
に
よ
る
任
用
の
対
象

と
な
る
退
職
者
が
生
し
た
の
は
平
成
二
年
度

末

（平
成
四
年
二
月
二

一
日
）
か
ら
で
あ
っ

て
、
平
成
四
年
度

（平
成
四
年
四
月

一
日
）

に
初
め
て
六
名
の
者
が
特
任
教
授
に
任
用
さ

れ
、
平
成
五
年
度
に
は
、
右
六
名
の
特
任
救

授
の
う
ち
五
名
の
者
が
再
任
用
さ
れ
、　
一
名

の
者
が
新
た
に
任
用
さ
れ
た
が
、
他
方
で
原

音
を
含
む
六
名
の
者
が
定
年
に
よ
り
退
職
し

た
こ
と
、
現
在
の
特
任
散
撰
規
程
は
、
平
成

四
年

一
一
月
二
五
日
に
改
正
さ
れ
平
成
二
年

四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
が
、
右
改
正
に

よ
り
、
前
鳳
定
の
と
お
り
、
任
用
手
続
、
任

用
権
者
の
変
更
が
行
わ
れ
て
お
り
、
右
改
正

機
の
特
任
教
授
規
程
に
基
づ
い
て
特
任
教
授

と
し
て
任
用
す
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ

た
の
は
、
平
成
二
年
度
に
お
け
る
特
任
牧
授

の
任
用
又
は
再
任
用
に
つ
い
て
か
ら
で
あ
る

こ
と
、
が
そ
れ
ぞ
れ
饉
め
ら
れ
る
。

２
　
以
上
認
定
し
た
事
実
か
ら
す
る

と
、
そ
も
そ
も
特
任
教
授
規
程
に
よ
る
任
用

が
実
際
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
本

件
ま
で
わ
ず
か
二
年
余
り
し
か
経
過
し
て
い

な
い
上
、
任
用
手
続
及
ぴ
任
用
権
者
が
平
成

二
年
四
月

一
日
施
行
の
特
任
教
授
規
糧
に

よ
っ
て
変
更
さ
れ
て
お
り
、
右
規
程
に
基
づ

く
運
用
実
績
は
原
告
の
問
題
が
生
じ
る
以
前

に
は
値
か

一
厠
あ
る
の
み
で
あ
る
。よ

っ
て
、

原
告
主
張
の
慣
行
は
こ
の
点
に
お
い
て
既
に

認
め
難
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
原
告

は
、
労
働
慣
行
の
存
在
を
肯
定
す
る
の
に
そ

の
継
続
期
間
は
さ
ほ
ど
重
要
な
意
味
を
有
し

な
い
と
い
う
が
、
労
働
契
約
に
明
示
の
定
め

の
な
い
労
働
者
の
権
利
義
務
に
関
す
る
事
項

を
、
慣
行
の
存
在
を
認
定
す
る
こ
と
に
よ
ぅ

て
労
使
双
方
を
拘
束
す
る
契
約
内
容
で
あ
る

と
す
る
た
め
仁
は
、
相
当
期
間
の
事
実
の
書
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積
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

労
使
が
契
約
締
結
時
に
そ
の
内
容
と
す
る
意

思
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
事
項

は
慣
行
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
契
約
の
内
容

そ
の
も
の
と
し
て
当
事
者
を
拘
束
す
る
と
す

べ
き
で
あ
り
、
慣
行
を
持
ち
出
す
必
要
は
な

い
。
そ
し
て
、
原
告
が
被
告
大
学
経
営
学
部

教
授
に
任
用
さ
れ
た
平
成
元
年
四
月
に
原
書

と
被
告
間
で
右
の
合
意
が
さ
れ
た
こ
と
を
認

め
難
い
こ
と
は
四
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り

で
あ
る
。

よ

っ
て
、
原
告
主
張
の
慣
行
は
こ
れ
を
認

め
難
く
、
こ
の
点
に
関
す
る
原
告
の
主
張
ほ

理
由
が
な
い
。

エハ
　
原
告
の
主
張
５
に
つ
い
て

前
記
の
と
お
り
、
特
任
教
授
の
任
用
は
、

理
事
会
の
承
認
を
得
て
理
事
長
が
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
理
事
会
が
平
成
六

年
二
月

一
六
日
に
原
合
を
特
任
教
授
と
し
て

任
用
し
な
い
旨
を
決
議
す
る
に
至
る
ま
で
、

理
事
会
に
お
い
て
、
原
告
の
特
任
教
授
任
用

を
承
諾
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

理
事
長
か
ら
原
告
に
対
し
、
事
実
上
、
特
任

教
授

へ
の
就
任
要
構
が
あ
り
、
結
果
と
し
て

照
告
が
こ
れ
を
了
承
し
た
と
し
て
も
、
原
告

と
被
告
間
で
特
任
教
授
の
任
用
薬
約
が
成
立

し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

七
　
原
告
の
主
張
６
に
つ
い
て

１
　
原
告
は
、
被
告
が
原
告
を
特
任
教

授
と
し
て
任
用
し
な
い
の
は
人
事
権
の
濫
用

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
原
告
は
特
任
教
授

と
し
て
の
地
位
を
有
す
る
と
主
張
す
る
。
し

か
し
、
特
任
教
授
制
度
は
、
定
年
退
職
し
た

教
授
に
対
し
て
、
被
告
大
学
に
お
い
て
特
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
当
酸
教
授
と

従
前
の
雇
用
契
約
と
は
別
個
の
新
た
な
雇
用

契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
原
則
的

に
は
、
仮
に
被
告
側
に
任
用
権
の
檻
用
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に

原
合
に
特
任
教
撰
と
し
て
の
地
位
が
認
め
ら

れ
る
関
係
に
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

２
　
た
だ
し
、
被
告
の
人
事
櫓
行
使
の

理
由
、
態
様
が
新
し
く
情
義
に
反
す
る
も
の

で
あ
る

一
方
、
原
肯
が
特
任
教
授
任
用
の
期

待
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
期
待
が
法
的
に
保

朧
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
正

式
の
任
用
行
為
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
例
外
的
に
任
用
行
為
が
さ
れ
た
と

同
視
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
合
も
存
す
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
以
下

検
討
す
る
。

い
　
先
に

一
５
に
お
い
て
認
定
し
た

本
件
の
経
緯

（平
成
二
年

一
二
月
に
原
告
ら

三
名
の
教
授
が
特
任
教
授
就
任
の
希
望
を
表

明
し
、
同
月
に
教
授
会
と
大
学
協
議
会
で
原

告
の
特
任
教
授
任
用
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
、

理
事
曇
が
自
城
学
部
長
に
原
告
に
は
よ
く
な

い
噂
が
あ
る
と
し
て
そ
の
特
任
散
投
任
用
に

鎚
色
を
示
し
た
こ
と
、
こ
れ
に
反
発
し
た
白

域
学
部
長
と
山
崎
教
授
は
原
告
と
と
も
に
大

学
を
去
る
決
心
を
し
そ
の
旨
を
理
事
長
に
伝

え
た
と
こ
ろ
、
三
名
同
時
の
退
職
性
籍
い
た

理
事
長
が
態
度
を
変
え
て
白
城
学
部
長
ら
三

名
の
慰
習
工
作
を
懸
命
に
行
い
、
そ
の
縮
果
、

ま
ず
、
原
告
が
特
任
教
授
就
任
の
意
向
を
示

し
、
そ
の
順
末
を
原
告
が
教
授
会
に
お
い
て

「理
事
長
が
中
備
に
基
づ
い
て
人
事
に
介
入

は
し
な
い
」
と
の
饉
旨
を
遼
べ
た
と
報
告
し

た
こ
と
、
そ
の
後
、
自
城
学
部
長
、
山
崎
散

授
と
も
大
学
に
残
る
こ
と
と
し
学
長
に
そ
の

旨
を
伝
え
た
こ
と
、
理
事
長
は
原
告
の
教
授

会
で
の
発
言
を
教
授
会
出
席
看
か
ら
伝
え
聞

き
、
こ
れ
で
は
関
係
者
が
、
理
事
長
に
は
大

学
牧
員
に
関
す
る
人
事
檎
が
な
い
と
受
け
取

る
の
で
は
な
い
か
と
危
供
し
、
ほ
昔
ら
三
名

を
任
用
し
な
い
こ
と
と
し
、
本
件
紛
争
が
発

生
し
た
こ
と
）
を
考
慮
し
、
き
っ
か
け
と
な
っ

た
原
告
に
特
任
教
構
と
し
て
不
適
格
な
事
実

が
あ
る
と
の
点
に
つ
い
て
は
そ
の
具
体
的
内

容
さ
え
明
ら
か
で
な
く
、
理
事
長
及
び
理
事

に
お
い
て
、
原
昔
の
教
授
会
で
の
発
言
が
理

事
長
の
人
事
権
の
霊
失
に
つ
な
が
る
と
危
惧

し
た
と
し
て
も
、
原
昔
の
発
箇
か
ら
そ
の
よ

う
な
危
倶
を
盛
じ
る
こ
と
は
少
し
く
過
剰
な

反
応
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
．
ま
た
、

理
事
長
が
原
告
や
教
授
会
議
長
に
原
告
の
発

書
の
正
機
な
内
容
を
確
認
し
た
事
実
も
な
い

こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
理
事
長
が
理
事

会
に
原
告
ら
の
任
用
拒
否
を
提
案
し
、
理
事

会
が
こ
れ
を
認
め
て
不
任
用
を
決
定
し
た
こ

と
は
、
従
前
の
経
緯
や
教
学
担
当
者
側
の
意

向
を
軽
視
し
た
や
や
軽
率
な
判
断
で
あ
る
と

の
批
判
は
免
れ
な
い
、

０
　
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
、
園
割

引
目
翻
期
劇
樹
椰
蜘
創
例
到
∃
刺
引
引
判
ｑ
倒

則
測
脚
コ
創
翻
＝
判
劇
コ
悧
盟
留
コ
引
「
■
劉

剣
翻
ヨ
翻
萄
側
樹
劃
刊
到
鳳
襴

機
に
値
す
る
も
の
と
は
い
え
ず
、
又
、
三
月

コ
Ｊ
刷
ヨ
劉
到
鋼
劃
割
到
馴
州

目
劉
副
日
劇
劉
創
翻
翻
測
「
副

り
知
ヨ
鶴
「
麟
測
劉
翻
「
日
樹

割
風
瑚
擦
到
瓢
酬
ｄ
劇
酬
剛
期

引
日
利
創
利
¶
覇
響
翻
翻
劉
劉

引
湖
劇
嗣
日
劃
冽
劇
翻
「
側
劉

釧
期
暑
翻
劉
副
劉
引
翻
劇
翻
耐

剛
相
劃
劇
劉
翻
「
引
釧
劉
剣
割

し
て
も
、
こ
れ
を
不
当
と
断
定
す
る
こ
と
は

劇
劇
嘲
胡
劃
劉
劉
馴
劇
「
国
劉

翻
Ⅲ
到
刷
劇
翻
翻
目
翻
翻
劃
刷

該
当
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
原

告
の
人
事
権
霊
用
の
主
張
も
理
由
が
な
い
８

第
五
　
結
論

以
上
に
よ
れ
ば
、
原
告
の
本
鮮
請
求
は
、

い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
の
で
こ
れ
を
彙
却
す

る
こ
と
と
し
、
訴
訟
費
用
の
負
担
に
つ
き
、

民
訴
法
人
九
条
を
適
用
し
て
、
轟
文
の
と
お

り
判
決
す
る
。

（裁
判
長
裁
判
官
加
藤
　
誠
　
裁
判
官
黒

野
功
久
　
裁
判
官
内
藤
裕
之
）

副
議
　
（省
略
〉

舗偶タイムス飾 ,397(り 9`.〕、ェ,)」15



2013H/1l MON 13157 FAX 06 6323 5510俵 法律事務 所 И039/040

大阪経済大学 規程集 乙第 1/2号証

に大賑経済大学 規糧饒
゛                                          トップページに麗る

‐
―

〉第3編 総務 。人事 〉第1量 就菫規則

学校法人大阪経済大学就糞規則

昭和61年 10月 11日 制定

2010年 7月 27日 改正

第 1章 総員1

(目 的)

第 1条 この規Rllは、学校法人大阪経済大学 (以下「法人」という。)の教職員の就業に関する

事項を定める。

2 この規則に定めるもののほか、教職量の就菫に関する蓼項は、労働基準法その他の法令の定

めるところによる。

(適用範囲)

第 2条 この規則は、法人に専任として勤務する教職量に適用する。

2 特任教員ミ非常動数量、嘱離職貫およびパー ト要量は、別に定める。

徽 職量の定義)

第 3条 華任教職員とは教員ならびに職量をいひ、職量は襲務職量および技術職量をもヽう。

研 朧晏の定畿 )

第 4条 この規員1に いう所属長とは、各教職員が所属する部門ごとの統播管理者をいう.

第 2雛 人事

(通則)

第 5条 法人は、教職員の採用、昇任、昇格、解任、異動、休職、復職、表彰、懲戒、退職およ

び解雇などの人事に関し、本人の知識、技能、経験および健農などを考慮して公正に行う。

2 教員の人事については、教授会の意見を聞いて4号 う。

(人事の手続き)

第 6条 教職員の人事に関しては、原則として辞令を交付して行う。

2 辞令交付に関する艤頂は、3ullに 定める「群令交付に関する内規」による。

(採用)

第 7条 教職量は、所定の手続きを経て採用する。
‐ 2 教職員は採用にあたり、次の機類を提出しなければならない。

・  (1)履 歴機

 ヽ {2)写 真

{3)卒業または卒業見込簸明書

{4)学鐘成績証明警

{5〕 職務経歴書

(6)その他、法人が必要とする警類             .

積tpプ1/caHna.osaka_u● .ュ●.jP/dOcたule/77.hm17keyword=%E5%30%Bl%B6%A5%AD%E8%A6%8F%E50/08.¨



201911/1l MON 13:57 FAX 06 6323 5510俵 法 律事 務 所

大阪経済大学規程集

2 前第12条第 l lEI第 2号の事由で、体職期間満了による退職者が復職を希望する場合 1ま 、判決

_ 確定後において状況勘案のうえ復職させることができる。

「  3 復職を許可された者は、原Rllと して休職直前の職務に復するものとする。
‐ 4 復職を希望する場合は、 lヵ 月前までに篠職願に次の書類を添付し提出しなければならな
~   

もヽ。

(1)心身の故障による休職の場合は、法人が指定する医師による元の職務に復帰させても支

障がない旨の診断書

(2)前号以外の理由による休職の場合は、休職理由が消滅したことを証する書類

(退職)

第15集 教職員が次の各号の一に該当したときは退職とする。

(1)死亡したとき

(2)定年に達したとき

(3)自 己都合による退職の申し出が承認されたとき

14)休職期間が満了しても復職できなもヽとき

(退職手続 )

第16条 前条第 3号により退職しようとする教職員は、退職希望日の30日 前までに理由を記載し

た退職願を提出しなければならない.

(定年)

第17条 定年 |ま 、次のとおりとする。

(1)教員 満67歳

(2)職量 満62歳

2 定年に違したときは、当該年度の末園を退職日とする。

(解雇)

第13条 教職員が次の各号の一に該当したときは解雇する。

{ll 懲戒解雇の処分を受けたとき

(2〕 精神または身体の故障により職務に耐えられないと法人が認めたとき

(3)やむを得ない事情による法人の事業または常1度の改廃のため剰量を生じたとき

(解雇帝1限 )

第19条 法人は、次の期間は解雇しなも`.

(1)教職員が業務上の傷病による療養のために休職する期間およびその後30日 間

(2)出産体暇の期間およびその後30日 間

{3)育児休業または介護休業の期間

(離職者の手続 )・

I 第20条 教員繊員 !ま離職時に、直ちに、身分証明警、私立学校教職員共済加入者証および法人から

=  貸与された物品を返還しなければならない。
ヽ 2 離職に際しては、あらかじめ業務の弓|き継ぎを完了しなければならない。

第 3軍 勤務

(通則)

第21条 教職量は、動務時間中自己の業務から離れてはならない。ただし、やむを得ない理由に

より自己の業務から離れる場合には、所属長の許可を得なければならない。

httpi〃 caHna,osak卜 uc.acjp/doc/1`ule/771himl?koyword=%E5%30° /。Bl%E6%A5%ADO/OE8%A6%8F%E50/。 3.¨
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